
今
年
５
月
、全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
提
供
す
る
ツ
ー
ル

「
災
害
時
応
援
協
定
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」が
発
行
さ
れ
た
。
活
用
す
れ
ば
、

有
事
に
備
え
て
各
地
区
協
会
が
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
す
る
の
に
役
立
つつ

制
作
に
関
わ
っ
た
災
害
協
定
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
ら
にに

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
と
っ
て
の
協
定
締
結
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
っ

Tex
t

=
To

ru K
ish

in
a

m
i  P

h
o

to
=

S
h

in
ich

i W
a

ta
n

a
b

e

特集1大
規
模
災
害
に
お
け
る

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
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に
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割
と
は
？

緊
急
座
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会

1
2

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
牡
鹿
郡
女
川
町
の
避

難
所
と
仮
設
ト
イ
レ
の
清
掃
作
業
の
様
子
。（
写
真
提

供
：
株
式
会
社
ビ
ー
・
エ
ス
・
ケ
イ
）3
4

熊
本
大

震
災
で
被
災
し
た
、
益
城
郡
益
城
町
に
て
。
下
水
破

損
で
使
用
不
能
に
な
っ
た
屋
外
ト
イ
レ
と
、
仮
設
の

手
洗
い
場
。（
写
真
提
供
：
益
城
町
）
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緊急座談会 「大規模災害におけるビルメンテナンスの役割とは？」

戦
略
的
に
災
害
時
応
援
協
定
を

結
ぶ
た
め
の
方
法
論
を
議
論

―
ま
ず
は
、
災
害
協
定
策
定
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
、「
災
害
時
応
援
協

定
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
っ
た
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
塚

―
実
際
に
協
定
を
結
ん
で
い
る
例
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

菊
池　

石
塚　

―
徳
島
協
会
に
知
事
か
ら
協
定
締
結
の

お
話
が
あ
っ
た
、
そ
の
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

菊
池　―

大
阪
府
と
静
岡
県
の
地
区
協
会
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
橋　

WGメンバーではないが、小学校
で清掃出前教室を行うなど、清掃
について積極的に啓発活動を行っ
ている。

静岡県協会副会長／
杉本美装株式会社
代表取締役
杉本晃氏

徳島県協会会長に就任して17年
目。県の教育委員会委員も務め
る。障がい者採用などでも徳島県
との連携を深めている。

WG委員／
徳島ビルメンテナンス協会会長／
菊池産業株式会社代表取締役
菊池健次氏

早稲田大学大学院で都市計画を
研究。岩手県の震災復興に携わる。
全国協会の依頼を受けて女川町、
益城町の避難所運営の調査を行う。

WG委員／
NARIWAI総研代表取締役／
多摩美術大学講師
佐藤賢一氏

工学博士。建設省、明海大学不
動産学部教授を経て現職。現在
は人類未来社会創造研究所所長
も務める。

WG座長／
明海大学名誉教授
石塚義髙氏

ビルメンテナンス企業を経て、BCP
コンサルタントとして起業。大阪
ビルメンテナンス協会BCP策定委
員会委員。

WG委員／
BCコンサルタント共衛代表
三橋源一氏

座談会参加メンバー

災害協定策定ワーキンググループの取り組み

「災害時応援協定書モデル」、
「避難所衛生マニュアル」に続いて
「災害時応援協定策定マニュアル」を作成！

「災害時応援協定書モ
デル」「避難所衛生マニュアル」

「災害時応援
協定策定マニュアル」

未定…26協会

約
75
％
の
地
区
協
会
が

協
定
を
結
ん
で
い
な
い

三
橋
氏

菊
池
氏

杉
本
氏

石
塚
氏

佐
藤
氏
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以
前
か
ら
行
政
に
対
し
て
災
害
時
応
援
協

定
締
結
の
必
要
性
を
訴
え
か
け
て
い
た
の

で
す
が
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
、
大
阪
府
北
部
地
震
に

お
い
て
茨
木
市
か
ら
避
難
所
の
清
掃
を
依

頼
さ
れ
、
大
阪
協
会
と
し
て
動
い
て
、
近

隣
の
会
員
企
業
が
１
ヶ
月
か
け
て
清
掃
し

た
ん
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
風
向
き
が

変
わ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
最
初
は
会
員
企

業
の
多
く
か
ら「
災
害
が
あ
っ
て
も
、
支
援

は
難
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
が

起
き
た
ら
、
自
分
も
被
災
者
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
大
阪
協

会
が
結
ぶ
協
定
は
、
余
力
の
あ
る
事
業
者

が
、
最
寄
り
の
避
難
所
の
清
掃
お
よ
び
衛

生
維
持
管
理
の
み
を
、
で
き
る
範
囲
で
実

施
す
る
も
の
に
な
る
予
定
で
す
。
清
掃
作

業
の
主
体
は
あ
く
ま
で
避
難
者
自
身
で
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
は
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

杉
本
　
静
岡
県
協
会
も
県
と
災
害
時
応
援

協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
避
難

所
は
市
町
村
が
運
営
す
る
の
で
、
県
は
個

別
の
避
難
所
と
接
点
が
な
い
と
い
う
理
由

で
、
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
静
岡
県

の
災
害
へ
の
備
え
の
基
本
は
、
自
主
防
災

組
織（
自
主
防
）
な
ん
で
す
。
各
町
内
会

に
防
災
倉
庫
が
あ
り
、
炊
き
出
し
用
の
鍋

や
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
、
備
蓄
食
料
な
ど
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
県
は
事
業
者

と
直
接
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ぶ
必
要
が

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

菊
池
　
自
主
防
は
徳
島
県
も
各
市
町
村
に

あ
り
、
防
災
訓
練
も
す
る
の
で
す
が
、
参

加
す
る
住
民
が
高
齢
化
し
、
若
年
層
は
ほ

と
ん
ど
来
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
の
防
災
訓
練
は
地
域
限
定
的

な
も
の
が
多
い
の
で
、
地
域
連
携
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
す
。

杉
本
　
静
岡
県
で
も
年
に
２
、３
回
、
避

難
訓
練
を
し
ま
す
。
中
学
生
は
授
業
の
一

環
で
全
員
参
加
し
、
炊
き
出
し
な
ど
も
経

験
し
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
が
揃
っ
て
い

る
静
岡
で
、
で
は
何
が
残
っ
て
い
る
か
と

い
え
ば
避
難
所
の
清
掃
、
そ
れ
と
衛
生
管

理
で
す
。
県
も
そ
れ
は
懸
念
し
て
い
て
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
、
消
毒
剤
の
つ
く

り
方
な
ど
の
衛
生
管
理
の
手
法
を
教
え
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
静

岡
県
協
会
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
防

災
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス
事
業
者
は

避
難
所
の
衛
生
管
理
の
キ
ー
マ
ン

―
佐
藤
委
員
は
被
災
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
ご
経
験
が
豊
富
だ
そ
う
で
す

が
、
避
難
所
で
の
清
掃
や
衛
生
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？

佐
藤
　
東
日
本
大
震
災
の
際
、
女
川
町
で

は
発
災
３
日
間
で
１
０
０
０
人
単
位
の
被

災
者
が
避
難
所
に
逃
げ
込
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
な
る
と
避
難
所
は
、
途
端
に
無
秩
序

で
混
乱
し
た
状
態
に
陥
り
ま
す
。
体
育
館

が
人
口
１
０
０
０
人
の
都
市
に
早
変
わ
り

す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
ト
イ
レ
の
水
が

協定は3つのレベルで締結される

災害時応援協定とは

　災害時応援協定とは、地震や津波、風水害、
火山噴火等の災害発生時に、各種の応急復
旧業務に資するために必要な人的・物的支援
について、地方公共団体と各地区協会および
関係機関との間で締結される協定のことで
ある。本WGによる災害時応援協定は、都道

府県単位に地方公共団体と各地区協会の間
で結ぶ第１レベル、同一地区本部内の隣接ま
たは近在する各地区協会同士の間で結ぶ第
2レベル、地域を越えて地区本部（同一地方
の各地区協会で構成される）同士の間で結
ぶ第3レベルを設定している。

ビルメンテナンス事業者が
避難所でできることを伝えれば、
協定を結びやすくなるはず

第3レベル 【地区本部と地区本部】

第2レベル 【同一地区の協会間同士】

被災地域の施設・住民

協定に基づく支援

会員

自治体 地区協会

会員

第1レベル 【地方公共団体と地区協会】

協定 協定

協定地区本部 地区本部

地区協会

会員 会員

被災

地区協会 地区協会

地方公共団体（自治体）と民間事業者（各地
区協会）・関係機関との間で結ばれる災害時応
援協定には、３つのレベルが設定されている。

●協定の仕組み例
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緊急座談会 「大規模災害におけるビルメンテナンスの役割とは？」

出
な
か
っ
た
り
、
下
水
が
壊
れ
て

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
は
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
を
自
治
体
は
必
ず
し
も
認

識
し
て
い
ま
せ
ん
。

三
橋
　
避
難
所
で
は
と
に
か
く
携

帯
ト
イ
レ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ト
イ
レ
協

会
の
試
算
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
起
き
た
ら
、
全
国
規
模
で
１
０
０
０
万

回
分
以
上
の
携
帯
ト
イ
レ
が
必
要
に
な
る

の
に
対
し
て
、
備
蓄
は
８
７
０
万
回
分
以

上
不
足
す
る
そ
う
で
す
。

佐
藤
　
国
連
が
定
め
た
基
準
で
は
、
最
大

20
名（
初
期
は
50
名
）
の
避
難
者
に
対
し

て
仮
設
ト
イ
レ
を
１
つ
、
男
女
の
数
的
割

合
も
１
対
３
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
設
置
さ
れ
た
仮

設
ト
イ
レ
の
数
は
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に

少
な
い
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
自
主

防
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
行
政
が「
自
主

防
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る

と
し
た
ら
、
そ
こ
が
落
と
し
穴
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
地
震
で
一
番

困
っ
た
の
は
、
都
市
部
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

皆
、
近
所
の
人
を
互
い
に
知
ら
な
い
の
で

す
。
備
え
は
あ
っ
て
も
そ
れ
を
動
か
す
人
、

仕
切
る
人
が
い
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
不
在
だ
と
す
る
と
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
コ
ミ
ッ
ト

で
き
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
疎
遠
で
、
防
災

訓
練
は
高
齢
者
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と

し
た
ら
、
地
域
の
防
災
を
第
三
者
に
託
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
者
が
そ
こ
に
関
わ
る
余
地
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
自
主
防
が
あ
っ
て
も
、
備
品
の

使
い
方
や
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
が
分
か
ら

な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
得
ま
す
。
だ
か

ら
、
例
え
ば
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

者
が
地
域
の
備
蓄
倉
庫
の
鍵
を
持
た
せ
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
も
検
討
に
値
し
ま
す
。

石
塚
　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
、

「
地
域
の
見
守
り
」
の
よ
う
な
存
在
に
な

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
界
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
避
難
所
の
衛
生

管
理
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

佐
藤
　
避
難
所
は
被
災
者
が
掃
除
し
よ
う

と
し
て
も
、
ほ
う
き
１
つ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ロ
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
れ
ば
、

避
難
所
は
も
っ
と
居
心
地
の

良
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。

そ
の
役
割
を
果
た
す
の
は
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者

を
お
い
て
他
に
適
任
は
い
ま

せ
ん
。

杉
本
　
静
岡
県
は
小
学
校
が

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

例
が
多
い
の
で
す
が
、
清
掃

用
の
資
機
材
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
全
国
協
会
監
修
の
資
機

材
セ
ッ
ト
を
小
学
校
等
の
避
難
所
に
置
け

た
ら
い
い
の
で
は
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
塚
　
そ
の
よ
う
な
活
動
を
推
進
す
る
上

で
も
、
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
を
働
き

か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
自
治

体
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
す
る
た
め

に
は
、
何
が
必
要
で
す
か
？

菊
池
　
行
政
の
担
当
者
は
、
避
難
所
の
現

場
の
こ
と
を
必
ず
し
も
わ
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災害時応援協定は
結んで終わりではなく、
内容を発展させていくべき

災害時に避難所となる小学校に
全国協会監修で清掃の
資機材を置けたらいいのでは

協定締結のための活用ツール  

杉本氏は、静岡県袋井市の小
学校などで、避難所における
トイレ清掃・消毒について説
明する出前授業を行っている

各地区協会を通して、指定避難所
への設置・配布が進められている。

●ダウンロードはこちら
ttps://www.j-bma.or.jp/taisaku/

災害時、応援が到着するまで、避難所に入っ
た現地住民が自ら衛生確保を行うためのマ
ニュアル。避難所の良好な生活環境の確保
の一助になるべく、発行された。ビルメンテナ
ンス事業者による地元地域の社会貢献、災害
意識のアピールなどに活用できる。

【避難所衛生マニュアル】

避難所の衛生を確保するための
マニュアル。社会貢献、災害意識の
アピールに活用できる！

誰が清掃作業を行なっても
最低限の生活衛生環境を
維持できる！
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だ
か
ら
、
協
定
締
結
を
進
め
る
た
め
に

は
、
専
門
家
集
団
で
あ
る
会
員
企
業
の
能

力
を
自
治
体
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
徳
島
協
会
は
、

徳
島
県
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
だ
翌

年
に
、
障
が
い
者
就
労
支
援
の
協
定
も
結

び
ま
し
た
。
県
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
県
の
各
部
局
と

接
す
る
機
会
を
設
け
て
、
業
界
団
体
と
し

て
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
で
、
認
知
度
を

上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

石
塚　
い
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
す
ね
。
協

定
の
相
手
と
ｗ
ｉ
ｎ

－

ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を

築
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
。

三
橋　
有
事
の
際
に
避
難
所
の
衛
生
管
理

に
貢
献
で
き
る
の
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
者
だ
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
世
間

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。
難

し
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
普
段
の

業
務
の
延
長
線
で
で
き
る
こ
と
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
十
分
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

佐
藤　
地
域
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
は
違
う
で
し
ょ
う
が
、
災
害
時
応
援
協

定
の
締
結
に
向
け
た
交
渉
の
際
に
、「
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
は
避
難
所
の
衛

生
管
理
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
な
ど
、

大
き
く
貢
献
で
き
る
」
と
い
っ
た
説
明
を

す
る
こ
と
で
、
協
定
を
結
び
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て

入
札
で
加
点
に
な
る
場
合
も

―
会
員
企
業
に
よ
っ
て
は
協
定
の
締
結

に
前
向
き
で
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
き

ま
す
が
、
会
員
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
で
す
か
？

菊
池　
徳
島
県
で
は
、
災
害
時
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
協
会
の
会
員
企
業
は
、
公

共
施
設
の
総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ
る
入

札
の
場
合
、
評
価
点
が
加
算
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

石
塚　
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
と
の
関
係
が
さ
ら
に
深
ま

る
で
し
ょ
う
ね
。

菊
池　
そ
う
で
す
ね
。
防
災

関
係
は
県
の
危
機
管
理
課
が

担
当
窓
口
で
す
が
、
協
定
を

結
ぶ
こ
と
で
他
の
部
署
に
も

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の

こ
と
を
広
報
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
行
政
の

評
価
が
高
ま
れ
ば
、
業
界
の
抱
え
る
諸
課

題
を
踏
ま
え
て
、
公
共
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
予
算
を
上
げ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
会
員
企
業
だ
け
で
は

な
く
業
界
全
体
が
押
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
会
員
企
業
以
外
の
ビ
ル
メ

各
協
会
が
自
分
ご
と
と
し
て

協
定
締
結
に
向
き
合
う
べ
き

協 定 締 結 の た め の 活 用 ツ ール  3

災害時応援協定を実際に結ぶ際の準備すべ
き事項や注意事項などを示したマニュアル。
特に、責任の所在が不明確になりやすい協定
の有効期間、費用負担、事故発生時の対応、
補償などを詳しく解説している。締結の手順
を示したフローチャート図や、関係様式も収
録。未締結の協会はもちろん、締結済みの協
会も、協定内容の見直しなどに活用できる。

協 定 締 結 の た め の 活 用 ツ ール  2

地区協会と地方公共団体、あるいは地区協会
同士が災害時応援協定を結ぶ際に活用でき
る協定書モデル。災害時応援協定の内容とな
る文書の見本として使えるようになっている。
各地区の実情に合わせて作成するのがおす
すめだ。

【災害時応援協定書モデル】

【災害時応援協定策定マニュアル】

何でも復興しなければと
抱え込むのではなく、
ダメなときはダメという意識も必要

災害時応援協定の相手と
win-winの関係を
築けることが大事になる

災害時応援協定を結ぶ際に
協定書の文書の見本として
ほぼそのまま使える

災害時応援協定を結ぶ際の
準備すべき事項や
注意事項などを詳細に解説
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緊急座談会 「大規模災害におけるビルメンテナンスの役割とは？」

閣
官
房
に
よ
る
昨
年
12
月
の
方
針
見

直
し（
国
土
強
靭
化
計
画
）
を
受
け
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
衛
生
管
理
の
プ

ロ
と
し
て
、「
有
事
の
際
の
対
応
」
等
で
の
社

会
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
応
援

協
定
を
自
治
体
と
締
結
す
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
と
の
関
係
性
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
。
ま
た
、
地
区
協
会
同
士
で
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
で
、
自
地
区
の
会
員
が
被
災
し
た
場

合
に
他
地
区
の
会
員
か
ら
応
援
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
地
区
協
会
と
会
員
に
と
っ

て
大
き
な
安
心
感
に
つ
な
が
る
。

　

自
ら
の
安
全
確
保
が
第
一
だ
が
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
被
災
地
の
復
興
で
活
躍

す
る
こ
と
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
評
価
を

高
め
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
る
こ
と

は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
価
値
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。　

SUMMARY

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
協
会
に
入
っ
て
く

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
橋　
他
の
地
区
の
協
会
と
災
害
時
応
援

協
定
を
結
ん
で
お
け
ば
、
自
社
に
被
害
が

あ
っ
て
現
場
に
行
け
な
い
と
き
で
も
、
応

援
に
来
て
も
ら
え
ま
す
。
そ
う
い
う
体
制

が
あ
れ
ば
、
被
災
時
で
も
顧
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
な
が
ら
、
自
社
の
立
て
直

し
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
災
害
時
応
援
協
定
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
も
の

と
言
え
そ
う
で
す
ね
。

石
塚　
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
各
地
区

協
会
が
自
分
ご
と
と
し
て
受
け
止
め
、「
災

害
時
応
援
協
定
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ぜ

ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
協
定
締
結
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
で
す
。

菊
池　
た
だ
、
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
災

害
時
応
援
協
定
は
結
べ
ば
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
避

難
所
の
清
掃
は
業
者
に
ず
っ
と
頼
む
の
で

は
な
く
、
被
災
者
が
自
ら
清
掃
す
る
よ
う

に
な
る
の
が
理
想
で
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
が
、
そ
う
い
う
市
民
の
意
識
改

革
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

杉
本　
確
か
に
、
激
甚
災
害
に
な
っ
た
と

き
は
交
通
手
段
や
連
絡
網
が
絶
た
れ
る
の

で
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
全
て

の
避
難
所
に
行
く
の
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
仮
に
協
定
を
結
ん
だ
と
し
て
も
、

全
国
協
会
で
作
っ
た
「
避
難
所
衛
生
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
P
R
し
て
、
被
災
者

が
あ
る
程
度
自
分
で
衛
生
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

佐
藤　
避
難
所
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
者
が
い
れ
ば
、
清
掃
や
衛
生
管
理
だ
け

で
な
く
、
避
難
所
の
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
も
活
躍
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ル
を
増
や
せ
ば
、
業
務
の
種
類
が
増

え
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。　

三
橋　
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
自

社
の
事
業
継
続
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
で
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
新
し
い
価
値
を
探
す
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
示
唆
に
富
む
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災害時応援協定の締結は
大きな安心とチャンスの源に

ま と め

内

●座談会を終えて

協 定 締 結 の た め の 活 用 ツ ール  4

【災害時応援業務中の損害保険】

ビルメンが関わることで、被災地の復興
に貢献できれば、地域社会における業
界への評価をより一層高められる。

災害時応援協定の締結で
地域社会での存在感が増す

会員企業のイメージアップにつながるだ
けではなく、入札の際の評価点がつく場
合もあるなど、より直接的なメリットも。

協定は会員企業にとっても
大きなメリットがある

各地区協会は全国協会が発行している
ツールを活用すれば、災害時応援協定を
締結しやすいはず。ぜひ活用の検討を。

災害時応援協定書モデルや
同協定策定マニュアルの活用を

1

2

3

災害時応援業務のための派遣期間中に
発生した事故等を業務時間外も補償。
会員の費用負担はなし！

自治体からの派遣要請に基づく、災害時応援
業務中に発生した事故等の保険に全国協会
が加入。被災地に職員を派遣することへのリ
スク低減を図れる。災害時応援業務を実施
する際は、全国協会までご一報を。
※保険は各地区協会からの派遣要請時のみ適用
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